
令和元年度　佐賀県立神野小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●志を高める教育

・今年度の教育目標をもとに、自分
の目標や夢の実現を目指して努力
する気持ちを高める教育活動を推
進する

・全校や学年集会等で児童へ話をする。
・PTA総会や学校便り、まちづくり協議会等を利用
して、新しい教育目標を周知し、「夢をもち」を大切
にしていくことを伝える。
・学校行事や教育活動を通して、夢や目標に向け
て努力するたくましさを育てる。

・教育目標の認知度は90％であった。
・PTA総会や全校集会を使って、夢や
目標を持つこと、夢や目標に向かって
努力することの大切さを指導してきた。
まだ十分だとは言えない。
・各学期の目標や学校行事・学年活動
に取り組む目標を具体的に立てさせ、
掲示するなど、発達段階に適した指導
を行った。

・学年朝会や学級活動を活用し、具体的な取
り組みを進める。
・学年主任会等で取り組みについて情報交換
を行い、取り組みをさらに進める。
・まちづくり協議会やPTA運営委員会等で学
校の取り組みや指導内容を紹介し、家庭と連
携協力した取り組みを進める。

●学力向上

・研究教科、算数科を中心とした授
業づくり
・研究への方向性を共通理解しな
がら、そのことを生かした授業改善

・算数科「話し合いタイム」での低・中・高での目指
す子ども像やそのための手立てを明確にする。各
学年グループで指導案の作成さらには授業研究会
をもつことで、教師の指導力向上に努める。
・授業づくりについて、課題作りとまとめ、活動並び
に評価を中心に、学年部会において情報を共有
し、授業改善に努める。
・課題解決または探求型の学習過程及びTT授業
の在り方を全職員で共通理解し、TT・少人数指導
の充実、学習習慣の徹底を図る。

・低・中・高のグループに分かれ、指導内
容の検討を重ね授業を行い、教師の指
導力の向上につなげることができた。「話
し合いタイム」では、今年度は在り方を探
るということで実践を行う事ができた。
・校内研究を進める中で、全校授業研究
会とグループ研究会を実施することがで
きた。
・特に算数科で、課題解決、探求型の学
習過程の習慣を図ることができ。

・「話し合いタイム」の方法等、研修等で目的を
明らかにし、全職員で共通理解し、実践してい
く。
・授業において、まとめ・振り返りにつなげるた
め、課題提示の工夫が必要。
・学習習慣は学年を経るごとに身に付いている
が、TT・少人数指導のための教諭の配置が必
要。

○魅力ある学級経営、
協働体制に基づく学年
経営

　
・個に応じた指導

・インクルーシブル教育の推進

・教室前方の掲示物をすっきりする、１日や学習の
流れなどを明示して授業を行う、クールダウンのた
めのパーティションをするなどの手立てを行う。

・支援や指導を要する児童について、気
になる点や児童の現状をグループロー
ラー個人シートに記入し情報を共有した。
・前面掲示を行わずに黒板をすっきりさ
せた。UD対策として、赤色の代わりに黄
色のチョークを使った。カームダウンエリ
アを作った。算数科では、全学年統一し
て１時間の学習過程が分かるマークを作
成した。
・月に１回の学年通信や週に１回以上の
学級通信を発行することで学級や学年の
様子を知らせることができた。
・教室前方の掲示物を少なくしたり、時間
割の急な変更をなくしたりして教育のＵＤ
化を目指した。

・職員間の連携をとり、情報交換を密に
行う。
・ノートの取り方（見開き１ページ、問題
解決学習、記述の仕方など）を全校で
統一し、学年が上がっても児童が困ら
ないようにする。
・教育のＵＤ化の具体的な方法の研究
と学年間での共通理解を図る。

○特別支援教育

・特別支援会議の活用

・合理的配慮に沿った支援の充実

・日本語教育の啓発

・定期的にケース会議、校内教育支援委員会を開
き、問題把握や適切な支援の在り方について共通
理解を図る。また、外部講師を招へいして、特別支
援教育に関する研修を実施し、共通理解を図りな
がら一貫した支援体制を整えていく。
・必要に応じてスクールカウンセラーや巡回相談員
等、専門家への相談を行い支援に役立てる。
・校内の外国につながる児童への取り出し指導や
入り込み指導を行い支援の充実を図る。教材開発
も積極的に行う。
・他校の外国につながる児童への巡回指導を週に
１～２回行い、日本語指導の普及・充実を図る。
・公開授業を２学期に１回実施し、教職員や保護者
に対して日本語指導の啓発を図る。

・定例のケース会議、校内教育支援委員
会以外に、必要に応じて開くことで、問題
把握や適切な支援の在り方について深く
共通理解を図ることができた。また、夏季
休業中に開催した外部講師による職員
研修は、本校職員の、特別支援教育に
対する見識を深める良い機会となった。
・担任の要請により巡回相談、SCとの教
育相談を計画的に行った。
・校内の外国につながる児童への取り出
し指導や入り込み指導を行い支援の充
実を図ることができた。
・他校の外国につながる児童への巡回指
導を週に１回行い、日本語指導の普及・
充実を図ることができた。
・公開授業を２学期に１回実施し、行内外
の教職員に対して日本語指導の啓発を
図ることができた。また、保護者に対して
個別の通信を発行し、日本語指導の様
子について知らせると共に情報を共有す
ることができた。

・保護者や交流学級担任との連携をより密にし、
個に応じた合理的配慮についてしっかりと共通
理解を図っていく。
・専門機関との連携をより深めていくために研修
会等に積極的に参加する。
・急を要する相談や長期にわたっての相談が必
要なケースを把握し、効果的なカウンセリングが
できるようにカウンセラーとの時間調整を綿密に
行う。
・年度当初に日本語指導についての校内研修を
行い、校内の教職員の共通理解を得て指導に
当たるようにする。
・新規で日本語指導を開始する児童について
は、保護者と面談を行い、指導の必要性や指導
方針等について十分に理解をしてもらうように努
める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●心の教育

○人権・同和教育の推進
・「いじめ、いのちの日」の取り組みの
活性化
・道徳科教育の推進
・安全安心な居場所づくり
○教育相談の充実

・毎月初めのいじめ・命を考える日やレイン
ボー作戦並びに人権週間で、「いじめ」や
「命」について考える時間を全学級でもつ。
・７月と１１月のフリー参観デーのどちらかで，
全ての学級が「ふれあい道徳」の授業を公開
し、家族・地域と心の教育の連携を強める。
・教育相談週間を設定し、信頼関係を強くし、
児童理解に努める。

・アンケートや標語を活用することで、「い
じめ」や「命」について考える時間を全学
級でもつことができた。人権週間に向け、
障害についてどう指導するか全員で確認
できた。
・ふれあい道徳は、７月と10月のフリー参
観デーのどちらかで全クラスが道徳の授
業の公開することができた。保護者や地
域の方の参観も多かった。

・人権週間のもち方については、今年度のように
講師選定も含め児童にどう指導するのか、各学
年グループ毎に共通理解してから行う方が良
い。
・ふれあい道徳では、実施クラスの授業内容を
保護者の方に伝えるお便りを配布するなど事前
に全体を把握できる方法が考えられる。

●いじめ問題への
対応

・いじめの早期発見と迅速かつ
的確な対応のできる組織の構
築

・「佐賀市いじめ・いのちを考える日」に合わ
せて、児童に生活実態アンケートを実施し、い
じめの根絶に努める。保護者に対してもアン
ケートを実施し、学校では分からない家庭や
地域での様子を把握する。問題の記載があっ
た場合は、早急にチームで対応す。性格に事
実確認をし、話し合いの場を設け、早期解決
を図る。
・職員はいじめに関する相談を受けた場合
は、管理職に報告する。管理職は、いじめ防
止対策委員会を立ち上げ、事実の確認とその
対策を講じ、組織的に解決を図る。

・毎月「佐賀市いじめ・いのちを考え
る日」に合わせて、児童及び保護者
に対して、生活実態アンケートを実施
し、学校・家庭・地域での児童の様子
を把握した。共通理解が必要な事案
に対しては、生徒指導協議会や職員
連絡会の場で情報を公開し、共有を
図った。
・いじめ防止対策委員会を早急に開
くほどの重大事案は発生しなかった
が、発生した事案に関しては、管理
職はじめ担当に連絡し、担任を含め
その対策を組織的且つ敏速に行うこ
とができた。

・毎月行う、児童の生活実態アン
ケートの確実な（100％）回収を行う
ために、保護者への協力を得られ
るような工夫が必要である。そのた
めには、結果等を保護者へ概略を
公表することも必要になってくるの
ではないかと感じる。

●健康・体づくり

・全児童の基礎体力の向上

・食育の充実

・神野修行の庭、スポーツチャレンジ、貯筋運
動への取り組みによって、日常的に体を動か
す機会を増やしたり、意欲を向上させるきっか
けづくりにしたりする。また、この活動を低学
年低学年の頃から意識付けて、6年間を見通
して、自分の今の力に合った体力づくりに励も
うとする児童の育成をめざす。
・昨年度の本校の調査結果をもとに、目標値
（５・６年）を設定して取り組む。体育部の職員
を中心にし、参考資料を基に当該学年にあっ
た指導を行う。日々の体育の授業において、
基礎体力の向上につながる運動を取り入れ
る。

・担任と栄養教諭が連携し、食育指導を行う。
また、授業参観時に食育の授業を行うこと
で、家庭へ食育へとつなげていく。また、親子
料理教室やPTA食育講話等を通して家庭・地
域との連携を図る。
・個別面談後アレルゲンの同一指示書を作成
し、保護者・教職員・給食室との連携を図り、
共通理解と支援体制を整える。
・早寝早起き朝ごはんについて、調査・各種
広報活動を行う。
・「まごはやさしい」食材を使った給食を毎月
実施する。

・神野修行の庭、スポーツチャレンジ、貯
金運動への取り組みによって、児童が運
動に取り組むきっかけ作りにつながった。
佐賀県平均を全部の種目で上回ることは
できなかった。しかし複数の種目におい
て佐賀県平均を上回ることができた。

・食に関する指導の全体計画を元に、栄
養教諭とＴＴを組むことでより深く、望まし
い食生活に活かしていこうとする意識の
高まりが見られた。また食育授業や食育
講話及び地域ヘルスメイトと共に親子料
理教室を行うことで、家庭での食への興
味関心の高まりと、朝食内容の改善傾向
が見られた。

・学校給食における食物アレルギー対応
の原則に基づき指示書を作成し、関係職
員と連携することで事故を起こすことなく
学校給食の提供ができた。

・望ましい食習慣を推進するため、食育
講話や各種広報活動を行うことで朝食の
取率も９０％以上を維持することができ
た。

・神野修行の庭は継続して取り組んだが、イベン
トとして行えず、普及に繋がらなかったため、年
間行事として取り上げ、全ての児童が目標をもっ
て体力向上に向けた活動に取り組むことできる
ように環境を設定していくことを考えていきたい。
次年度も引き続き「神野修行の庭」「スポーツ
チャレンジ」「貯筋運動」の３本柱として、児童の
運動意欲向上に向けて取り組んでいく。

・発達段階に応じた食に関する指導を、全体計
画に基づき栄養教諭を活用した食育授業を継続
して行う。

・新年度も対象児童に調査を行い実態を把握
し、学校生活管理指導表の提出後、個別面談を
行い、アレルギー対応委員会で検討し、食物ア
レルギー指示書の作成および除去食の提供を
する。今後も、チェック表で数段階の確認を行い
事故防止に取り組む等、給食室と学校と保護者
と連携し、こまやかな指導を行っていく。

・朝食については、摂取率９０％以上の維持と、
家庭での望ましい朝食の改善に向けての取り組
みを継続する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

・校務等の効率化の促進
・職員の意識の改革

・業務を見直し、重要度や取組の優先順位をつけ
ることで業務改善に努める。
・業務終了時刻を決めておく等、勤務時間を意識し
て業務に取り組む。
・行事や教育活動、各種会議、研修や出張等の精
選や見直しを進める。
・客観的に勤務時間を把握･集計することで時間外
勤務の縮減を図る。

・学年主任を中心に時間外業務の削減
に取り組んだ、学年主任が主導して、会
議の持ち方、学年全体活動を計画的に
早め早めに取り組む等、それぞれの学年
に工夫が見られた。その成果もあり、前
年度比の10％削減にはならなかったが、
5％程度の削減は達成した。
・外部講師の講話を聴講することで、仕
事に対する考え方や人生設計について
考えるよいきっかけとなった。

・教材・各行事のフォルダがまだ整理されていな
い学年があるので、どの学年も整理ができれば
業務の削減も目標値に達するのではと考えてい
る。　　　　　　　　　　・外部講師の講話後に退勤
時間が早くなった職員もおり、意識改革にはなっ
た。今後も仕事と自分の生き方とを照らし合わせ
て考えるような研修の機会をみつけ行っていくこ
とが更なる意識改革につながると考える。

○幼保小連携、小中
連携・家庭教育の活
性化

・幼保小の連携強化
・小中連携各種事業の改善
・家庭教育の内容充実

・年４回の保育、授業参観の交流への参加を確実
に行い、児童の実態や就学前の指導について把
握し、１年生の指導に生かす。
・小中連携での出前授業、授業参観等について、
年度当初や年度末に検討を行い、より効果的な活
動になるように改善を図る。
・「家庭学習の手引き」等を使って啓発を行い、「音
読・生活カード」を使って、自己評価させることに
よって、基本的な学習訓練と、生活習慣の徹底を
図る。

・夏季休業中に幼稚園・保育園・こども園
参観を行い、地域の幼稚園児の実態把
握を行うことができた。また、神野こども
園との職員研修を行い、情報の共有を
図った。
・年間２回の、幼稚園・保育園・こども園と
小学校との連携会議、授業参観を行っ
た。職員の交流を図り、児童の理解を深
めた。
・小中連携の取り組みは、年度当初の計
画通りに行い、充実した連携ができた。
・「家庭学習・生活がんばり表」を年2回実
施し、結果を保護者に周知できた。「携帯
電話」の使用についての約束を保護者に
周知した。

・幼保小連携会議については、今年程度の
回数でよい。会議の目的を明確化し効率的
に運営できるように配慮しておく必要があ
る。
・小中連携・小小連携については、内容や
開催時期を検討し、効率的に運営できるよ
うにする必要がある。
・「家庭学習・生活がんばり表」の内容の見
直しを行うとともに、その活用をすることで、
さらなる家庭生活の充実を図っていく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

○開かれた学校づくり

○地域連携の推進
・地域環境（ひと・もの・こと）との連
携及び活用（町づくり協議会）
・地域行事への積極的な参加
・土曜授業の充実
・学校教育目標・経営方針の周知
徹底

・各教科並びに総合学習において、地域の人･物･
事と密接に関連のある単元を１学期当初には明ら
かにし、地域の関係者と学年の担当者との連絡体
制を整える。
・学年便り並びに学級便り、学校ホームページを使
い活動内容だけでなく、地域との協働も観点に入
れ、情報を発信する。
・今年度も「学級園づくり」「町たんけん」等に保護
者と一緒に取り組んだり、「二分の一成人式」に参
加してもらう。また、地域の方に「昔遊び体験」「め
ざせお米博士」の活動時には呼びかけ協力してい
ただく。

・生活科「大きくなあれわたしの野さい」で
は、中川シードさんにさつま芋の植え方
や育て方について指導をいただいた。
・生活科「町たんけん」では、１８箇所の
施設や店に見学の依頼をし、児童の体験
活動につなげた。また、多数の保護者に
引率の協力を得て、児童のグループ活動
を安全に行うことができた。フリー参観
デーに町探検の発表会を設定し、保護者
のみならず地域の方にも参観していただ
いた。
・生活科「みんなでつかう町のしせつ」で
は、校区内にある市立図書館に依頼し、
施設見学を行った。
・福寿会に協力してもらい「昔遊びの会」
を実施して交流した。
・市特産物振興協議会の「新米を食べよ
う」を実施し、校区内のヘルスメイトさんた
ちの協力のもとご飯とみそしるを作ること

・２学期に行う生活科「町たんけん」の学習に向
けて、夏休み期間中に受け入れ可能な施設や
店をリサーチし、学校と地域との連絡体制を整え
ておく。また、保護者へ前もって呼びかけを行い
協力体制を整えておく。前年度からのつながり
が残せるように前年度の担任との引継ぎを確実
にする。
・今年度は、３年生社会科の学習に郷土の祭り
の学習をゲストティチャーを招き実施した。郷土
愛を高める良い学習になったと考えるので、カリ
キュラムの中にしっかりと位置づけ、継続的に行
うようにしていきたい。
・地域との交流は充実しているが、活動が集中し
ている時期が若干見られる。それぞれの取り組
みがより充実したものになるように年間計画を精
査したい。

○危機管理体制の強
化

・未然防止対策を重点にした報告・
連絡・相談体制の確立
・学年・生徒指導部内の組織対応
力の向上

・学校情報携帯メールの加入状況を把握し、非常
時の迅速な連絡手段を確立する。また、災害時に
実践的な対応として保護者への引き渡し方法につ
いても周知徹底する。
・同学年の連絡と安全指導・生徒指導主任・教育
相談部と学年担当との連絡を密にし、問題事案に
ついてチームで対応できる組織作りを行う。
・給食の準備及び給食中の安全・衛生指導を徹底
して行い、異物混入がないようにする。

・非常時の連絡体制を確立した状況での
学校運営を行うことができた。保護者へ
の引き渡し訓練もスムーズに行うことが
でた。　　　　　　　・問題事案に対して、各
主任が中心になり連携を密にしてチーム
での対応ができた。このことが問題解決
に向かう大きな力となった。　　　　・給食
については、低・中学年は常に複数の職
員が入って指導を行い、問題事案が発生
しにくい状況が作ることができた。

・危機管理意識を高める研修は、継続して行う。
また、緊急時の対応については課題点を明確に
してより質の高い訓練を行う。
・危機管理マニュアルや消防防災計画について
は、年度当初に職員や児童の実態が変わるの
で、必ずそのことを踏まえ見直しを行う。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・来年度から全面実施される新学習指導要領を考え、今年度は取り組みを行った。新学習指導要領は社会に開かれた教育課程の実施という点が特徴的で、本校がこれまで行ってきた教育
実践と重なる部分が多い。よって、これまでの実践を生かした地域との連携を密にした取り組みを行い、質・量ともに充実した実践を行うことができた。また、研究教科である「算数科」を中心
に児童の「主体性」「協働性」「多様性」を育む授業実践を行うことができた。特に、協働性・多様性を育む取り組みとして「友だちタイム」（話し合い）の研究を行い、課題はあるものの来年度に
つながる成果を上げることができた。このことは、12月に4～6年を対象に行われた、県学習状況調査において全教科、ほとんどの観点において県平均を上回る結果につながったと考える。
来年度も、心の教育をベースとして、知力・体力を高める教育実践をさらに推し進めていきたい。

学
校
運
営

・各学年主任を中心に地域の人材
等の活用を効果的にできるように
連絡･相談体制を確立する。
・神野まちづくり協議会との連携に
より、生活科・総合的な学習の教科
の中で地域の文化や伝統芸能を大
切にする郷土愛を育ませる。
・土曜日をうまく活用し、地域へ開
かれた学校づくりをし、本校教育の
理解を図る。

夢をもち　心豊かに　たくましく 生きる　神野っ子の育成 ○魅力ある学級経営、協働体制に基づく学年経営力の向上○
学力向上の取組○特別支援教育の充実○教育相談の充実○
人権・同和教育の推進○神野地域との連携推進　○幼保小連
携・小中連携、家庭教育の活性化○食育・健康教育の充実○学
校における働き方改革

具体的目標

達成度

B

B

達成度

A

②知・徳・体の調和を図るために、安全・安心な学校環境の整備と職員の組織力を高める。

具体的目標

・保護者の理解を得ながら、児童一
人ひとりの教育的ニーズに応じた
目標を個別の指導計画に取り入
れ、その目標を達成する。
・困り感をもつ児童のニーズに応じ
た環境作りや手立てを工夫し、支援
する。

 
・校内での日本語指導や他校への
巡回指導を行い、日本語指導の普
及・充実を図る。
・日本語指導の校内研修や公開授
業を行い、多くの教職員や保護者
に対して日本語指導の啓発を図
る。

達成度

教
育
活
動

・ユニバーサルデザイン（ＵＤ）を有
効に使い、教室環境面での支援を
行う。

・小1プロブレム解消のため、保育
園、幼稚園との情報交換を密に行
い、児童理解に努める。
・小中９年間を見直した指導を行う
ため、成章中校区３校の交流を密
にし、連携の強化を積極的に行う。
・基本的な生活習慣や学習習慣に
ついて「家庭の学び部」を中心とし
て各家庭への啓発活動を行う。

A

教
育
活
動

・いじめ命のアンケートを
毎月１日に実施する。
・道徳科の授業を保護者
や地域の方に公開する。
・児童が安心して、自己実
現ができる環境をつくる。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標

・いじめいのちのアンケートを毎
月1日に確実に実施し、問題が
発生した場合には迅速な対応を
チームで行う。
・いじめ防止対策推進法にかか
わる研修を全職員で実施し、周
知を図る。
・外部委員も加えたいじめ防止
対策委員会を年度中に２回開
催する。

３　目標・評価

①

具体的目標

・教育目標について周知し、児童や
保護者、地域の認知度を90％以上
にする。

・自分の夢や目標の実現を目指し
て努力する気持ちと姿勢を育てる。

・主体的に学び合う「話し合いタイ
ム」の活動を工夫した授業の実践を
目指して、研究教科を中心に授業
作りを行う。
・学力検査並びに市販テストにおい
て全国平均を上回るよう授業実践
に努め、児童並びに保護者評価を
９０％以上にする。
・算数科を中心としたTT、少人数指
導を充実させる。

達成度

B

B

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

A

③９ヵ年の学びを見取り、幼保小中の円滑な連携を図ることで、児童の学びの習慣化を図る。

A

A

B

A

・業務の改善、効率化を図り、教職
員の時間外勤務について１か月当
たり前年度比１０％削減する。
・授業の準備、子供と向き合う時間
を確保する。
・効果的な教育活動の実践に努め
る。

・自然災害（水害･地震等）や人災
（火災・いじめ）等における保護者へ
の連絡と児童引き渡しについて、体
制を確立する。
・生徒指導部と教育相談部、養護
教諭との連携を強化し、いじめをは
じめとする報告･連絡･相談体制を
整える。
・給食の危機管理・衛生管理を徹底
し、また問題発生時の緊急対応に
ついても研修を積む。

・新体力テストにおける調査
結果を受け佐賀県の平均を
上回ることを目標とする。

・食事の大切さや望ましい食
生活についての食に関する
指導を行い、心身ともに健康
な児童の育成を図る。

・食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応について
の研修を実施し、事故防止
につとめ組織的体制を作る。
アナフィラキシー対策につい
て、共通理解と支援体制を
整える。

・朝食摂取率９０％以上の維
持と望ましい朝食内容への
啓発

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


